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第1項 研究所泉42oC浴による脳Cho-
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1inesterase活性値の変動
第4節 小括並びに考按
第6章 温泉浴による卵巣内Cbolesterol含
有量の変化
第 1節 緒 言
等 l章 緒 論
温泉療法の婦人科的疾患に対する効果は古
来経験的に知られている処であり,就中,不
妊症に対する や子宝の湯〝と称する温泉は全
国至る処に存在し,民間で広 く利用されてい
る.その科学的な根拠に関しては近年,田中
1)2)を始めとし,岡田3),石井4),古賀5),山
内6)等により臨床的或いは実験的研究がなさ
れ,温泉療法の婦人科領域に於 ける適応の
決定,効果の判定,或いは作用機序の解明が
行われつつある.然しこの分野の内分泌学的
研究は他の領域に比し甚だ低調である.以上
の点に鑑み,私は温泉浴が雌陸佐機能に及ぼ
す影響を,ラッチの性周期,卵巣及び子宮の
組織学的変化,脳下垂体前葉の組織化学的変
化,脳 Cholinesterase活性値,卵巣内ChoL
esterol含有量等を指標として検索 し,その
作用機序に関して些か知見を得たので立に報
告する.
第2章 ラッチ性周期に及ぼす温泉浴の影
響
第 1節 緒 言
第2節 実験方法
第 3節 実験成績
第1項 研究所泉 42oC浴による卵巣内
Cholesterol含有量の変動
第2項 人=硫黄泉 42oC浴による卵巣
内 Cholesterol含有量の変動
第3項 研究所泉不感浴による卵異内
Cholesterol含有量の変動
第4項 研 究所泉過度 浴 に よる卵巣
内 Cholesterol含有量の変動
第4節 小括並びに考按
第7章 全章の絵括並びに結論
温泉浴が婦人の月経に影響を及ぼす事は既
に田中8),石田38)等により確認されている.
即ち,田中は温泉地に居住する婦人の初潮が
非温泉地の婦人に比べ早 くおこる事を統計的
に認め,又三朝温泉湯治客に就いての調査で
入浴により月経周期又は量の変動を来す者が
あり,特に一過性の月経不服が多かったと報
告している.石田は又,健康婦人に就いて入
浴により月経周期,塞,随伴症状が変化する
事を認めている.
入浴による性周期の変化に関しての実験的
研究に就いては,田中2)は成熟雌ラッテに温
泉浴を数週間連続すると不整な性周期を有す
るラッチの52%が整調化され,27.2%が俗に
より不整の度を強め,20.8%が無影響であっ
たと報告し,元来性周期が整調であったもの
のうち38.80/Oに浴による一時的不整化が起
り,且弱放射能泉と強放射能泉とを比較し前
者で整調化例多く,後者で悪化例の多い事を
認め泉質により差異のある事 を報告 してい
る.古賀5)は又,別府温泉を使用し,37oC,
15分間,1日1回の入浴を5週間続けラッテ
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の発情系数を測定し,泉質により差異はある
が発情系数の増加,不変又は低下を認め特に
緊張泉に於いてこの変化が著明であったと報
告し,山内6)は又,マウスに40oC,10分浴を
行い性周期に変動を来す事を述べている.以
上の諸報告より,私は更に如何なる温泉が,
如何なる入浴条件のもとで性周期の改善に最
も役立つかを追求したいと考え,本実験を企
図した.
第2節 実験方法
第1項 実験材料
使用動物はすべて体重 100g以上
の成熟雌ラッテであり,各例とも飼
育条件は一定にした.
使用ラッテ数は,各種人工温泉
42oC群浴は76例,不感浴群は24例,
過度浴群は18例,総計118例のラッ
チに就いて観察した.
第2項 ラッテ性周期の測定法
成熟雌ラッテの性周期の分類に就
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尚本実験に於いては,性周期が4日で且規
則fT三しく反復するものを以て最も正常な型と
して取り扱い,その状態に近付くのを整調化
と呼び,発情期の短縮,延長叉は不完全化,
静止期の延長等はすべて不整化と呼ぶ事にし
た.
第3項 使用温泉
天然温泉としては含重曹食塩弱放射能泉に
属する岡山大学温泉研究所泉 (以下研究所泉
と略記)を使用し,人工温泉としては第1表
に示す8種の塩類水溶液を使用した.
第 1表 人工各種イオン泉 (人工温泉)
名 称 (仮) l産 栽J濃 可p･H
いては,Long及び Evansを始め
多数の研究がみられるが,私 は Longの分
類に従い12),発情前期 (渥脂膏所見は有核上
皮細胞),発情期 (角化細胞),発情後期 (粘
液,白血球,上皮細胞),静止期 (粘液,白
血球)の4期に分ち,毎日一定時刻に生理的
食塩水で湿した細いスボイドを用い,膜脂曹
を採取検鏡し,それによって性周期の変化を
追求する事にした.ラッチの性周期は大体4
-5日を以て繰り返えすと云われている.併
し列兄上健康なラッテの中にも性周期の不整
なものがある事は人間の場合と同様である.
この点より入浴前に少くとも2週間は性周期
を測定し,そのラッチの個体性を検した.
第4項 入浴方法
入浴方法として問題になるのは,入浴時
間,浴の温度,入浴回数である.私はこの点
に鑑み入浴条件として次の3方法に分けた.
(1)42oC浴 (適度浴):浴温度を42oCと
し,1回5分間,1日2回入浴させる.
(2)不感浴:浴温度を不感温度即 ち37oC
としたもので,1回5分,1日2回入浴 させ
る.
(3)過度浴:浴温度を42oC とし,1回10
分,1日4回入浴させる.
第3節 実験成績
第 1項 各種人工温泉 42oC浴によるラッ
テ性周期の変化
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前述の8種額の人
工温泉を用い,その
42oC浴 (1回5分,
1日2回)によるラッ
チ性周期の変化を,
元来性周期が整調な
ラッチと不整なラッ
テに分ち観察した.
(1)性周期不整ラ
ッテの浴による性周
期の変化:第2表に
示す如く,浴による
整調化の効果がすぐ
れていたのは人工硫
黄泉の8例中5例 (第
1図),人工弱食塩泉
及び人工芝硝泉の各
8例申4例であり,人
工鉄泉及び人工重曹
泉も僅か乍ら整調化
の傾向がみられた.
反対に悪化即ち性周
期を乱す傾向が強か
ったのは人工酸性泉
の8例 中6例 (第2
図),人工 アルカリ
泉の8例中4例であ
った.即ち,刺戟の
弱い緩和性温泉に於
いて整調化の傾向が
強く,刺戟の強いと
思われる温泉は不整
化の候向が強い事を
知った.
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第2素 性周期不整ラッチの各種人工温泉42qC浴による性周期
の変動 (1回5分,1日2回)
第1図 人工硫黄泉42oC浴 (5分浴,1日2回)に
よるラッテ性周期の変化
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第2図 人工酸性泉42oC浴 (5分浴,1日2回)
によるラッテ性周期の変化
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(2)性周期整調ラッテの浴による性周期の
変化:第3表に示す如く,浴前整調なラッテ
の浴による性周期の変化は殆んど一過性の不
整化の型で現われ,特に一時的な静止期の延
長を示すものが多かった.然 し例数が少い
為,各泉質による差に就いては追求し得なか
った.
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第2項 不感浴によるラッチ性周期の変化
不惑俗 (37oC,1回5分,1日2回)に よ
るラッチ性周期の変化は,研究所泉,人工硫
黄泉及び酸性泉の3泉に就いて観察したが,
その成績は第4表 (1)(2)に示す如く,全24
例中,俗により変動を来したものは15例 (63
%)あり,この中,整調化9例,一過性変化
第3真 性周期整調ラッチの各種人工温襲42〇C浴による
性周期oTJ変動 (42oC,1回5分,1日2回)静止 期
3例,悪化 3例 であった.
又浴前不整な牲周期 ラッテ
の浴による変化は,全体と延長庚縮 して整調化するもの多く,
以上,各種人工温泉 42oC浴により性周期
に何等かの変動を来したラッチは,全76例申
47例 (62%)であり,29例 (38%)は何等変
動を示さなかった.この申,浴による整調化
は18例,一過性変化は10例,悪化は19例であ
った.この成績は田中による天然泉の実験成
績より僅かに劣っていた.
且泉質による相違が少であ
った.又特記すべ きは人工
酸性泉 37oC浴群に於いて
50%の整調化がみられ,悪
化は僅か16%に過 ぎず,
42oC浴群に比べ性周期 に対し整調化的であ
り (第3図),反対に人 工 硫黄泉では整調化
は50%で 42oC浴群に比べ劣っていた事であ
る.要するに温泉浴によるラッテ性周期の変
化は,先述の如く含有せる塩類の種類と濃度
により異るが,一方浴の温度による差異 もあ
り,単一なものでなく,之等の相互関係に就
第4表 不感浴によるラッチ性周期の変動 (37oC,1回5分,1日2回)
(1)浴前性周期不整ラッチ
使 用 温 泉 l例 数 J整 調 化 1不 変 J不 整 化
(2)浴前性周期整調ラッチ
使 用 温 泉 一過性変化
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第3図 人工酸性泉不感浴 (37oC,5分浴,1日2回)
によるラッチ性周期の変化
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第4図 過度浴 (42oC,1回10分,1日4回)による
ラッテ性周期の変化
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いては更に検討の余地があ
ると考える.
第3項 過度浴によるラ
ッチ性周期の変化
之は前述の如 く,泉温
42oC,1回10分,1日4回
の浴であり,15例に就き観
察した.その結果第4図に
示す如く,研究所泉過度浴
により浴開始后3-4日目に
は性周期の乱れが出現し,
7日目には殆んど発情 は
抑制され静止期の延長を
示した.然し浴を10日間
で中止すると,浴后は寧
ろ持続発情を来す傾向が
あり(No.66,68,67,39),
即ち,SteroidHormone
投与時にみられる ≠はね
かえり〃(rebound)14)18)
様の現象が認められ,こ
の事より浴による性周期
の変化に間脳-下垂体系
が関与するものと推測さ
れた.
然し本浴を14日間続け
たものに於いては,研究
所泉及び人工酸性泉両浴
群ともに,この ≠はねか
えり〃様現象は認められ
ず,浴中止后も尚不整化
特に静止期の延長を示す
ものが多かった(No,57,
58,60,61,62,47).
雌性性横紙に及ぼす温泉浴の影響に関する研究
第4項 浴により性間期に変動の現われ始
める時期
(1)各種人工温泉 42oC浴群:第1項で述
べた性周期の変化が,浴開始后何日目に現わ
れるかと云 う点に就き,更に浴による整調化
例と不整化例に分ち,又浴前性周期整調であ
ったものの浴による変化 (主として一過性の
乱れ)の現われる時期に就いても観察した.
その結果は第5表 (1)(2)に示す如く,
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た日は,17例の平均10･2日であり整調化より
早期に現われる傾向を示し,又泉質による差
もみられ,刺戟の強いと思われる人工酸性泉
(平均6･5日)及び人工アルカリ泉(平均7.0日)
に於いてこの傾向が著明であった.
b)浴前性周期整調なラッテに於いては,
一過性の変化が現われ始める時期は10例の平
均11･0日であり,人工強食塩泉及び人工重曹
泉に於いて梢々早期に現われる傾向がみられ
第5表 各種人工温泉42oC浴により性周期に彫饗の現われ始める時期
(1)浴前性周期不整ラッチ
整 調 化 例 不 整 化 例
使 用 温 泉
浴による変動の現わ れ
始める日 (浴開始 よ り
の日数)
人工強食塩泉
人工弱食塩泉
人 工 硫 黄 泉
人 工 芝 硝 泉
人 工 鉄 泉
人 工 酸 性 泉
人工アルカリ泉
人 工 重 曹 泉
10日,14日
15日,6日,23日,20日
13日,8日,14日
7日,7日,7日,14日
15日,10日
15日,12日
計 Ipt171
浴によ る変動の現われ
始める 日 (浴開始より
の日数)
17日,7日
17日
7日
14日
6日,5日,12日,3日,8日,5日
7日,5日,10日,6日
9日,7日
12.0日
17.0日
???????
??
巨 1 ･5日 Jl l7 1 J IO･2日
(2)浴前性周 期 整 調ラ ッ チ
a)浴前性周期不整なラッテに於いては,
浴により整調化の現われ始めた日の17例の平
均は11.5日であり,泉質による差は著明でな
かった.然し,浴による不整化の現われ始め
た.
(2)不感浴 (37oC浴)群:第6表 (1)
(2)に示す如く,
a)浴前性周期不整なラッチに於い
ては,浴による整調化は平均12.4日目
に現われ,特に人工硫黄泉群は14.5日
を示し,同泉 42oC浴群に比し梢々遅
く現われる慣向がみられた.浴による
不整化も平均14.5日に現 われ,之又
42oC 浴群の平均より遅く出現する傾向を示
した.然し少数例の為泉質による相違は追求
し得なかった.
b)浴前性周期整調なラッテに於ける浴に
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第6表 不惑浴 (37DC浴)により性周期に影響D現われ始める時期
(1)浴前性周期不整 ラッ チ
整 調 化 例 日不 整 化 例
使 用 温 泉
研 究 所 泉
人 工 硫 黄 泉
人 工 顧 性 泉
浴による変動の現
われ始める日 . :■十 了 -
11日,11臥 18日
14臥 15日
16日,8日,4日
(2)浴前性周期整調ラツテ
使 用 温 泉
研 究 所 泉
人工硫 茂泉
人工顧 性泉
よる変化 (一過性変化)の現われ始め
る日の平均 は12.7日であ り,42oC浴に
比し梢々遅く出現する傾向を示した.
第5項 浴による体重の増減と性周
期の変化との関係
先述の浴による性周期の変化が,体
重減少により2次的に起るのではなか
ろうかと云う疑問が生ずる.特に悪化
の傾向を来したものに就いては,浴の
作用機転として体重増減との関係を追
求する必要があると思われる.然しこ
の点に関しては第 5図 (2)に示 す 如
く,浴により体重が減少して行くもの
にも性周期は整調化するもの もあ り
(No.a.12,a.25),反対に性周期が
悪化したものにも体重増加は正常を示
したもの (No.a.3,a.17)もある.又
俗により最も整調化例の多かった人工
硫黄泉 42oC浴群8例と,最も悪化例
の多かった人工酸性泉42oC浴群8例に就き,
感化例,整調化例,不変例の3群に分ち各々
体重増加率の平均を求めた処,第5図(1)に
示す如く,牲周期の悪化例の体重増加率は,
不変例及び整調化例のそれに比し低値を示さ
なかった.以上の諸点より体重の変化と性周
期の変化とは無関係のものと思われ,浴によ
第5図 浴による性周期の変化と体重増減の関係
(0人丁夕子壌襲,人工醜 i･;喋 Lf2oc≡&.1;ぎ3Y‡171軸 の
不管化･,子尊瀧 即畑lヒ各港書館中辛O.平均
十t4'(.
tSir.
0
-;%
(ヱ) I-,i-1こよきlJffR如o･恵化恥 電 柵 比例 (代わ1)
と休･幸増ミ材
A)患le.1如
i)毎号即ヒ別
No.d･12
A.15
I J
㍗ .1句 11.3 叫 13oJ
t】牛3 はぎI t2rT! t3313`J
l叫 鵬l †仰 9 1･191 けり
ほ0才 rユTl lZYa tlq‡ 130さ
雌性性機能に及ぼす温泉浴の好撃に関する研究
る性周期の変化は浴の本質的作用の一つであ
る事を知った.
第4節 小 括 ′
以上の成績を小括すると,
(1)各種人工温泉42oC浴によるラッテ性
周期の変化は.泉質によりその影響に差異が
あり,浴前性周期不整ラッチに於いて,特に
整調化の憤向が大であったのは人工硫黄泉群
の620,/Oであり,不整化の幌向が強かったのは
人工酸性泉で72%を示した.
(2)不感浴も又性周期に影響を及ぼし.浴
前性周期不整ラッテに於いて,42oC浴 に匹
敵する整調化の効果を示した.然し泉質によ
る差は甚だ僅少であった.
(3)研究所泉42oC,1回10分,1日4回の
過度浴では,その10日蓮浴により発情は抑制
せられるも浴后には持続発情の傾向がみられ
た.
(4)俗により性周期に変動の現われ始める
日は,42cc浴群に於いては,浴前性周期不
整ラッテの浴による整調化は平均11.5日目に
現われ,泉質による差は少く,浴による悪化
は刺戟の強い温泉程早期に性周期を乱す候向
を示し,特に人工酸性泉群では平均6.5日目
に現われた.又不惑浴群に於いては,42oC
浴群に比し一般に性周期の変化の出現する時
期が遅く,且泉質による相違も少であった.
以上要するに,ラッテ性周期に及ぼす温泉
浴の影響は,含有せる塩難の揮類,濃厚,泉
温及び入浴方法により異 り,刺戟の弱い緩和
性温泉が整調化の効果が著明であり,刺戟の
強い緊張性温泉は不整化の低向が強く,又37
oC浴は一般に整調化的であり,過度浴 は著
明な発情抑制を示す.然し不整化した場合も
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その大部分は一過性であり,又浴后は反って
持続発情の傾向を示す事のあるのを知った.
第3章 温泉浴による卵巣及び子宮の組織
学的変化
第1節 緒 言
第2章に於いて成熟嘩ラッチに各種条件の
もとに温泉浴を続けると,その牲周期は変化
する事が多く,且泉質及び入浴方法によりそ
の影響が異る事を報告した.本章では更に,
性機能と最も関係の深い卵巣及び子宮に就い
て組織学的に検索し,浴による性機能の変化
を追求する事にした.
第2節 実験方法
卵巣及び子宮組織は性周期によりその所見
が異るので何れも静止期に断頭して別出し,
フォルマリン固定後,Hematoxylin･Eosin
染色を行った.主として第2章で使用したラ
ッテに就いて検索したが,その他達浴中の変
化を検する為,研究所泉42oC浴,37oC浴,
過度浴及び人工硫黄泉 42oC浴の4浴群に就
いて,5日日毎に層殺し検索したものもある.
卵巣組織に就いては,卵胞の数及び上皮細
胞の変性の有無,黄体の数及びルテイン細胞
の変性の有無,間質腺の変性,発育等を主と
して検した.又子宮組織は部位により内膜の
発育が異る為子宮角より1cm内側の組織 と
し,粘膜の厚さ,状態,子宮腔の大いさ,節
層の厚さ等に就いて検索した.
之等の変化に就き,(-)全く無い もの,
(+)中等度に認めるもの,(士) 僅 か に認
めるもの,(+)軽度又は少数,(捕)高度又
は多数認めるものの5段階に分 けて表示 し
た.
第3節 実験成績
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第1項 各種人工温泉 42oC浴后に於ける のの卵巣及び子宮の組織学的所見の表示であ
卵巣及び子宮の組織学的所見 る.各泉群に於いて,浴により件周期が整調
第7表 (1)は各種人工温泉42oC,5分浴, 化したもの,悪化したもの文は不変であった
1日2回,30日間達浴后2週間を経過した も もの1例ずつを選び検索した.
第7表 温泉浴后に於ける卵巣及び子宮の組織学的所見
(1)各種人工温泉42⊃C浴后に於ける所見
使用温泉 l性周期
143【46 1143
50 1154
a186l人工 摩 調化
a.85】鉄 泉】感 化
54 1289
125128 1138
∴ - ∴
悪 化1130
竺 _l人工
a.叫 重 曹 泉
139147 1360
･36139 1136
卵 巣 組 織 子 宮 組 織
間質腺∵ 膜 筋 血
可 一回 -ト ト 巨 可 士 回 ≠ト
･回可 一回 +巨 ≠ 回 +回 -
≠回可 -回 土 巨 什回 +回 -
･回 叫一回 ≠ 巨 可一回 ≠ト
可 士回可 ±-汁 i: ｣≠ - - + ｣十
≠上回 十回 +巨 可一回 ≠巨
≠口可 +上 回 ≠ ≠ 回 +回 士
･回 可 +回 士 巨 ･回.l可 -
♯ 上 回 +上 回 ≠ 可一回可 -
可 .巨l+上回 ≠ ≠t-l+l可 -
可一回 +上回 . ≠回.回 -
･回 +回 + lきい ･口 土 回 -
可一回 -ト r可 廿 可+回可 士
･回+回≠回 + 可一回 +l-
≠ l+回+回 +巨 ≠上回 可 -
･回 可 可 +回 + ･ト l士 回 -
(2)不感浴 (37oC浴)后に於ける所見
雌性性横能に及ぼす温泉浴の影響に関する研究
浴による卵巣の組織学的変化は,各泉群と
もに浴による性周期の整調化例 (No.a.32,
a.24,a.56,a.62,a.86,a.12,a.47)に
於いては,卵胞,黄体,間質腺の発育は良好
であり,浴による悪化例 (No.a.38,a.9,
a.61,a.85,a.1,a.15,a.50)に於いては,
一般に卵胞数少く,上皮細胞の変性あり,黄
体数も少く,ルテイン細胞の変性あり,間質
腺も又発育悪く,上皮細胞の変性を認め萎縮
像を呈するものが多かった.浴に対レ陛周期
不変例 (No.a.54,a.9)に於いては著変は
認められなかった.
泉質による組織像の差異に就いては,特に
顕著な相違は認められなかったが,性周期悪
化例に於いて不整化の度の強いもの程萎縮の
傾向が強く,特に人工アルカリ泉(No.a.15),
人工酸性泉 (No.a.1)等刺戟の強い温泉浴
群に於いて萎縮変性像が著明であった.
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又浴による子宮の組織学的変化は,慨して
著変はみられなかったが,軽度の萎縮が認め
られたものは (No.a｣,a.61,a.50,a.38,
a.15,a.85)何れも浴による性周期の悪化例
であった.然し,子宮に於いては泉質による
組織上の相違は認められなかった.
第2項 不感浴后に於ける卵巣及び子宮の
組織学的所見
不感浴 (37oC,5分浴,1日2回)を3週
間達浴后2週間を経過したものの卵巣及び子
宮の組織学的所見は第7表 (2)に示す如く,
全般的に 42oC浴の如き著変は認められず,
浴による影響は少であった.主なものを概括
すれば,各泉浴群とも,浴による性周期の悪
化例 (No.12)又は不変例 (No.34,23)は,
整調化例 (No.13,33.20)に比し黄体数梢
々少く,ルテイン細胞の変性も梢々著明,間
質腺の発育も悪く萎縮像が梢々認められた.
第8表 研究所泉過度浴 (42DC,1回10分,1日4回)に於ける卵巣及び子宮の組織学的所見
卵 巣 組 歳 子 宮 組 織
那 監 責 蒜ティ品 間質腺 粘 膜 筋 血
ラッチNofw ,-浴后日数 回 聖霊 i墓 室
b.65 対 照 143g41mg400mg ｣十 一 一什 士 土 + -汁 ｣十 十 + 1十 一
188 連 浴 5日目 150 42 163 1十 十十 十十 一 1十 十十 + + + + ｣十 -
182 達 浴10日目 191 38 233 + ｣+ + + 1+ ｣+ + + 士 士 + -
186 浴 后10日日 204 70 405 ｣廿 十 ～ + + + 1+ 十十 + + ｣十 十
然し泉質による組織像の差は
土JJu y 認められなかった.子宮の組
ご t･ぎ l:Ii 織学的所見は全例とも著変を
認めなかった.
第3項 過度浴に於ける卵
巣及び子宮の組織
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学的所見
研究所泉42oC,10分浴,1日4回を10日間
行い,浴前,浴中,浴后の各ラッテに就き,
卵巣及び子宮の組織学的変化を検索した.そ
の結果は第8表に示す如く,達浴5日目 (Not
188),10日目 (No.182)に於いて卵巣の著
明な萎縮像を認めるも,浴后10日日 (Not
186)に於いては対照例 (No.b.68)に比 し
卵胞数は多く,黄体数も梢々多かった.然し
卵胞上皮細抱及びルテイン細胞の一部に節度
の変性を認めた.浴后30日日 (No.b.68)に
於いては対照に対し著変を示さなかった.チ
宮の変化は,達浴10日目に於いて対照例に比
し硬度の萎縮像を認めるも,浴后のものには
著変を認めなかった.
第4項 連浴による卵巣及び子宮組織学的
所見の経日的変化
本項に於いては,研究所泉 42oC浴,人工
硫黄泉42oC浴,研究所泉37oC浴 (各々5分
浴,1日2回)に就き,各々対照,連 浴5日
目,10日目,15日目,20日目のラッテの卵巣
及び子宮の組織学的所見を検索し,浴による
第 9表 温泉連裕による卵巣組織学的所見の経日的変化
?????
???
?
?
(1)研究所泉42eC浴
(2)人工硫黄泉421C浴
(3)研究所泉不感浴 (37oC浴)
雌性性横髄に及ぼす温泉浴の影執 こ関する研究
経日的変化を追求した.その結果,
(1)研究所泉 42oC浴に於いては,第9表
(1)に示す如 く,達浴10日日 (No.118),
15日日 (No･117)の卵巣に軽度の萎縮像を
認めるも,20日目は正常像を呈し,子宮も10
日目のものに軽度の萎縮像をみるも著変を示
さなかった.
(2)人工硫黄泉42oC浴に於いては,第9表
(2)の如 く,達浴5日目 (No.127),10日
日 (No.134),15日日 (No.139)に於いて軽
度の萎縮像を認め,特に10日目に於いて著明
なるも,20日目のものは発育良好であり,子
宮の所見は,達浴5日目,10日目に僅かに萎
縮傾向が認められた.
(3)研究所泉 37oC浴に於い て は,第9表
(3)に示す如く,卵巣及び子宮は殆 ん ど変
化を来さず,僅かに達浴15日目 (No.159),
20日目 (No.158)の卵巣に極めて軽度の萎
縮傾向がみられたのに過ぎなかった.
第4節 小括並びに考接
以上の成績を総括すると,温泉浴による卵
巣及び子宮の組織学的所見は,その性周期の
状態と大体一致した所見を呈し,浴による性
周期の悪化例では萎縮像がみられ,整調化例
では発育良好な組織像を呈していた.然し顕
著な機能冗進像即ち,Gonadotropin投与時
にみられる出血卵胞,大黄体或いは大卵胞の
出現は認められなかった.又特に萎縮像が著
明であったのは,人工酸性泉及び人工アルカ
リ泉 42oC浴后のものであり,何れも性周期
に対し刺戟的に作用した温泉浴后のものであ
った.叉不惑浴に於いては変化少く,過度浴
に於いては,浴中のものは萎縮像著明なる
ち,浴后性周期に持続発情を来したものに牽
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度の卵巣機能冗進倭,即ち卵胞及び黄体数の
増加が認められた.
又経日的変化に就いて観察すると,性周期
の乱れ始める時期,即ち,浴による悪化は平
均10.2日,整調化は11.5日,一過性の変化は
11･0日であったが,この時期には各泉群とも
に卵巣萎縮傾向がみられ,特に人工硫黄泉42
oC浴では連浴5日目に既にこの傾向がみ ら
れ,15日目にも尚萎縮像を里していた.この
事より,卵巣の変化が,性周期の変化に先行
するものと推察された.
子宮の組織学的所見は,一般に卵巣の所見
程著明な変化を来さず,卵巣に於いて特に萎
縮像が著明であったものに於いて子宮の軽度
の萎縮像がみられた程変の変化であった.
第4章 温泉浴による脳下垂体前葉の組織
化学的変化
第1節 緒 言
第3章に於いて温泉浴がラッテの卵巣に影
響を及ぼし,或いは萎縮像を,或いは軽度の
機能冗進像を呈している事を組織学的に証明
したが,その上位器官としての脳下垂体前葉
の機能変化も当然予測 される所である.即
ち,卵巣は前葉のGonadotropinを受けて活
動し,性周期に伴 う排卵,黄体形成が行われ,
更に子宮内膜の周期的変化が営まれる事は衆
知の事実である.私は,前葉の性腺刺戟機能
の示標として PAS染色を行い,特にその陽
性細胞を,Gonadotropin と関係が深いと云
われている Purves及び Griesbach4)45)46)
の指摘したSexualzoneに於いて検索し,温
泉浴による影響を追求した.尚同時に下垂体
重量の変化に就いても検討を加える事にした.
鳶2節 実験方法
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第 1項 実験材料
使用温泉及び入浴条件により,私は次 の4
浴群に分ち検索した.即ち,(1)研究所泉42
oC浴 (1回5分,1日2回),(2)人工硫黄
泉42oC浴 (1回5分,1日2回),(3)研究所
泉不感浴 (37oC浴,1回5分,1日2回),
(4)研究所泉過度浴 (42oC浴,1回10分,1
日4回).
使用動物はすべて110g以上の成熟雌ラッ
チで,使用数は 42oC浴及び不惑浴に於いて
は各浴群とも20例,計60例,過度浴群は22例
であり,総計82例に就き観察した.尚この中
の一部のラッチに就いては,先に卵巣及び子
宮の経日的組織変化を追求し,又次の第5章
及び第6章の実験はすべて同一ラッチに就い
ての検索である.尚各ラッテとも毎日性周期
を検査し,屠殺はすべて静止期に行った.
第2項 標本作製
一気に断頭後直ちに下垂体を摘出 して秤
塞,固定 には Hely氏液を用いて,Mac
ManusのPAS(PeriodicAcidSchiffre-
agent)染色13)4)を施行した.
この前葉 PAS反応陽性細胞 (以下 PAS
細胞と略記)に就き,前葉の下面及び側面の
末梢部即ち,Purves及びGriesbachの云 う
Sexualzoneに於いて,その数及び染色度よ
り綜合的に判断し中等度に認めるものを(≠)
とし,他に (-),(±),(～)の4つに分け
て表示する事にした.
又下垂体重量は前後葉を一緒にしたもので
あり,体重100gに対する下垂体重量 (mg)
で表した.
第3節 実験成績
第1項 研究所泉42oC浴による前葉 PAS
反応性細胞の変化
本浴による前葉PAS細胞の経日的変動は,
第10表 (1)に示す如く,連浴5日目には対照
に比し著変を示さず,10日目には著明に減少
し,15日目には変動なく,20日目には梢々増
加の傾向を示した.
第2項 人工硫黄泉 42oC浴による前葉 P
AS反応陽性細胞の変化
第10表 (2)に示す如く,連浴5日目に は
対照に比し,増加するものも減少するものも
あり不安定であったが,10日目には減少の傾
向を示し,15日目には著変なく,20日目には
梢々増加の傾向を示した.即ち,前葉機能は
達浴10日目に梢々低下し,20日目に梢々冗進
するものと思われる.
第3項 研究所泉不感浴による前葉 PAS
反応陽性細胞の変化
第10表 (3)に示す如く,達浴5日目には
対照に比し著変を示さず,10日目には梢々増
加の傾向を示すも,15日目,20日目には梢々
減少の傾向が認められた.然し,全体として
浴による変動は少であった.
第4項 研究所泉過度浴による前葉 PAS
反応陽性細胞の変化
過度浴に於いては,第10表 (4)に示 す 如
く,対照に比し連浴5日目及び10日目は著明
に減少し,前葉機能の低下が認められた.然
し,浴后10日目には対照に比し著明な増加を
示し,前葉機能冗進が推知された.浴后30日
目に於いても尚梢々増加の傾向がみられた.
第5項 浴による下垂体重量の変化
浴による下垂体重量 (体重比)の変化は,
42oC浴では両泉群とも達浴10日目に対照 に
比し,減少し,5日目,15日目,20日目に於
職位性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する研究
第10蓑 温泉浴による脳下垂体前葉PAS反応陽性細胞の変動
(1)研究所泉42cc浴 (5分浴,1日2回)
" 20日日141 4.4(j=0.7)
(2)人工硫黄泉42つC浴 (5分浴,1日2回)
(3)研究所泉37oC浴 (5分浴,1日2回)
(4)研究所泉過度浴 (42OC,1回10分,1日4回)
いて梢々増加し,過度浴に於いても,特に達
浴10日目に著減した.即ち,前葉機能低下時
に梢々減少する憤向がみられた.
第4節 小括並びに考按
温泉浴の作用機序として向臓器的即ち,特
異的作用と,全身的即ち非特異的作用があ
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り,特に最近では,後者 と
Selyeの Stress学説とを結
び付け,下垂体-副腎系に関
する研究が旺んとなり,温泉
作用の解明に重要な役割を成
している.即ち,俗により下
垂体-副腎系の機能が冗進す
る事は多くの研究者により明
らかにされている処である.
然し,温泉浴と下垂体-性腺
系の関係に就いては,田中2'
23) の研究があるのみで他に
報告をみない.即ち,氏は下
垂体去勢前葉及び去勢細胞の
出現が,入浴群に於いて良好
であった点より,浴による間
脂-下垂体系の機能冗進を証
明し,又前葉,卵巣及び副腎
に今氏の銀反応を施行し,逮
浴により之等各臓器の機能冗
進を認め,性腺の変化即ち性
周期の変化が下垂体前葉を経
て行われるものならん事を立
証した.私は前葉機能の変化
杏,特にGonadotropin分泌
と関係が深いと云われる前菜
PAS細胞学検索する事 に よ
り追求 したが,その結果,
42oC浴に於いては達浴10日目に減少したが,
20日目には増加を認め前葉機能の元進が推知
された.之を卵巣の組織学的所見並びに性周
期の変化と対応せしめると,前者の変化とは
略一致した変動がみられ,達浴10日日即ち,
卵巣萎縮像を認めた時期に PAS細胞は減少
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し,発育良好な組織像を皇した20日目には増
加の憤向がみられた.又後者に於いては,性
周期の変動が現われ始める時期より梢々早期
に前葉 PAS細胞が変動する傾向がみられ
た.又卵巣所見は達浴15日目に於いて尚萎縮
像を里していたが,一万前菜 PAS細胞はこ
の時期には,中等度又は梢々増加の傾向を示
しており,前葉機能に対し卵巣機能の変化は
梢々遅れて現われる傾向あり,この点より前
葉機能の変化が先行し,2次的に性腺 に変化
を与えるものと推察せられた.又過度浴に於
いても,連浴10日目の発情抑制及び卵巣の萎
縮像を呈した時期に前葉 PAS細胞は減少を
示し,持続発情及び軽度の卵巣機能元進像を
呈した浴后10日目には著明な増加が認められ
た.即ち,温泉浴による性周期,卵巣及び子
宮の組織学的変化は,下垂体前葉のPAS細胞
の消長と密接な関係を以て現われる事を知っ
たのであるが,更に,卵巣の組織学的な萎縮
時に,代償的な前葉機誰の冗進がみられなか
った点より,浴による性腺の変化は上位中枢
が主役を演じているものと思われ,下向的に
変動を来すものと推知し得た.
第5章 温泉浴によるラッチ脳CI101in-
esterase活性値の変化
第 1節 緒 言
性機能と間脳及び自律神経系と密接な関係
のある事は近時多くの研究者により明らかに
されており,他方温泉浴と自律神経系に関し
ても,俗により生体内に生ずる現象は自律神
経系と密接な関係があると云われている,田
中21)22)はラッテの間脳 Acetylcholin様物質
及び脳 Cholinesterase活性値 (以下脳 ChE
値と略記)等を測定して浴の作用機序に新鮮
明を加えている.私はこの点に鑑み,脳ChE
値を測定し,浴による性機能の変化の原因の
一端を探らんと本実験を企図した.
第2節 実験方法
使用ラッチは,すべて第4章の実験と同一
のもので,同一条件により実験に供した.
測定方法として私は,四丘体より上部の脳
全体の ChE値を測定しナ∴ 従って間脳のみ
の ChE値とは異るが,間脳に於ける ChE,
値の傾向を知るのに足るものと考える.
chEの抽出その他は宮崎,今野25)に従い
定量はHesterin,宮崎の方法に依った.この
方法に依ると,ChE値は組織0･1gが38oC,
pH7.4に於いて30分間に分解したAcetylch-
olin(以下Achと略記)塞 (mg)で示される
事になる.
第3節 実験成績
脳ChE値は,対照即ち,非入浴群12例の平
均は7.08(7.31≧m≧6.85)であった.又過
度浴群では別に対照値をとった.
第1項 研究所泉42oC浴による脳Cholin-
esterase活性値の変動
本浴によるラッチ脳 ChE値の変動は,第
6図 (1)に示す如く,蓮浴5日目に梢々増加
の傾向を示した後,10日目には平均6･65(7･
03≧m≧6.22)となり,対照に対し有意の減
少を示し,以後漸次増加の傾向を示し,20日
目は平均7.95(8.58≧m≧7.46)を示し有意
の増加が認められた.
第2項 人工硫黄泉42oC浴による脳Ch-
olinesterase活性値の変動
第6図 (2)に示す如く,対照に対し達浴5
日目には僅かに増加の傾向を示すも,10日目
には著減し平均6.53(7.01≧m≧6.05)を示
嘩陸佐横経に及ぼす温泉浴の彫撃に関する研究
し推計学的に有意であり,15日目には梢々増
加の憤向を示し,20日目には卒均7.40(7.88
≧m≧6.92)となり,対照に対し有志の増加
を示した.
第3項 研究所泉不惑浴による脳 Cholin-
esterase活性値の変動
第6図 (3)に示す如く,浴により著 明 な
変動を来さず,対照に対し有意の差を示さな
かった.
第4項 研究所泉過度浴による脳 Cholin-
esterase活性値の変動
第6図 (4)に示す 如く,対照5例の平均
7.27(7.41≧m≧7.13)に対し,達浴5日目
には減少の傾向を示し,10日目には著減し平
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均6.31(6.52≧m≧6.10)を示し推計学的に
有意であった.然し浴后10日目には著明に増
加し,4例の平均は9.73･､10.77≧m≧8･69)
で有意であり,脳に於ける Ach代謝の元進
が認められた.浴后30日目には対照より梢々
高値を示すも有意ではなかった.
第4節 小括並びに考接
上位性中枢としての間脳の重要性を物語る
研究は枚挙に傾がない.即ち,精神衝動或い
は環境の変化による無月経,動物の間脳電気
刺戟及び破壊29),Lithospernum 屑植物によ
る排卵抑制29),銅塩排卵14)30),光線刺戟に
よる発情,その他多くの実験により明らかに
されている.又その機序に関しては,Green,
第 6図 温泉浴による脳 Cholinesterase活性値の変動
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Harris(1944)等の唱える
神経血管的連絡 (neuro-
vasculえreKette)が あ
り,中枢の興奮が神経束
(Tractustuberohypo-
physus)の繊維末端か
ら一定の物質を門脈上端
毛細管内に放出し,血液
とともに前葉 に運ばれ
Hormoneを分泌せしめ
ると云われ14),この媒介
物質として Ach自体又
は Ach様物質があげ ら
れている.Gisth47),秦
島31),山田32)等は間脳の
Ach量を測定し,性周期
とともに波動的に増減す
る事を認め,又Achと表
裏一体の関係にあると云
われるChEに就いても,
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長野15) は発情前期から発情期への移行期に
間脳 ChE値が最低となる事を認め,性周期
とともに変動すると述べている.
一万温泉浴と自律神経に関しては,Hoff
は温泉浴は一種の非特異的刺戟であると云
い,その経過に於いて,先ず交感神経興奮を
来し,次いで副交感神経興奮を来すと説明し
1),垂木は "湯あたり寸時に大部分が植物神
経系の変調,特に緊張冗進を来すと述べてい
る33).又実験的にも北村34),滋賀35)等によ
り,浴により自律神経系物質が増加する事が
認められている.以上の如く,温泉浴と自律
神経系と密な関係にある事は言を挨たない
が,間脳機能と温泉浴に就いても田中の研究
がある.即ち,氏は間脳機能と関係が深いと
云われるAch様物質を測定し,三朝温泉4写
oC,10分浴の30分后に間脳内遊誰 Ach様物
質の増加を認め21),更に間脳 ChE値も測定
し,1回浴后増加すると述べ22),浴による性
周期の変化と関係あらん事を立証した.
以上の諸点より,私は各種浴による間脳機
能の変化を,脳 CbE値を指標として検索し
たが,その結果,浴により性周期の不整化の
現われ始める時期,即ち,組織学的にも卵巣
及び子宮の萎縮像がみられ前葉 PAS細胞の
減少が認められた42oC浴群に於ける達浴10
日日及び過度浴の5日目,10日目には脳 ChE
値の減少が認められ,性周期の整調化時及び
持続発情を来した時期,即ち,組織学的に発
育良好な卵巣像若しくは軽度の機能冗進像を
呈し,又前葉 PAS細胞の増加を示した42oC
浴群に於ける達浴20日目及び過度浴后10日目
には脳 ChE値の増加が認められた.この事
は,浴による性機能の変化が,間脳-下垂体
-性腺系により現われると云 う田中の説を裏
付けるものである.又浴による脳 ChE値の
変化は,42oC浴に比し37oC浴では変動少で
あり,且研究所泉42oC浴と人工硫黄泉42oC
浴との差が少であった点より,脳 ChE値の
変動は,温泉の非特異的刺戟により現われる
ものと考えられる.
第6章 温泉浴によるラッチ卵巣内 CI10-
lest,erol含有量の変化
第 1節 緒 言
Cholesterol(以下Cholと略記)がSteroid
Hormone代謝と関係の深い事に関しては,
近時各方面より研究がきれ,産婦人科領域に
於いても,又温泉医学上よりも特に下垂体-
副腎系との関係より重要視されている.即
ち,温泉俗により血清及び副腎 Chol量は減
少すると云われている.そこで本章では,性
機能と密接な関係を有する卵巣の Chol含有
量を測定し,浴による変動を追求する事にし
た.
第2節 実験方法
実験材料はすべて前章と同様,第4章に使
用したラッチと同一のものである.尚同時に
卵巣の組織学的所見を検する必要を有するも
のがあったので,Chol量は1側の卵巣に就
いてのみ測定した.
測定方法は,Bloor民法 (斉藤氏変法)28'
により総 Chol量を測定し,卵巣1g中に含
まれるChol量 (mg)として表示 した.尚
何れも静止期に於ける値である.
第3節 実験成績
対照12例の卵巣 Chol量の平均は4.25(5.
14≧m≧3.32)であったが,過度浴群に於い
ては別に対照をとった.
雌性性槻熊に及ぼす温泉浴の影響に関する研究
第1項 研究所泉 42cc浴による卵巣内
Cholesterol含有量の変動
第7図 (1)に示す如く,対照に比し連浴5
日目に一時的に減少の傾向を示すも,10日日
には有意に増加し,4例の平均は5.49(6.00
≧m≧4.99)でった,然し,以後減少の傾向
を示し,20日目には平均3.42(3.97≧m≧2･
87)となり,対照に対し有意の減少を示 し
た.
第2項 人工硫黄泉 42eC浴による卵巣内
Cholesterol含有量の変動
第7図 (2)に示す如く,達浴5日目に梢
々増加,10白目には著明に増加し,15日目に
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も尚梢々高値を示すも,20日目には著減し
た.対照に対し,10日目の平均5･64(6･42≧
m≧4.86)及び20日目の平均3･47(4･97≧m
≧2.99)は推計学的に有意であった.
第3項 研究所泉不惑浴による卵巣内
Cholesterol含有量の変動
本浴による卵巣Chol量の変動は,第7図
(3)に示す如く,42oCと略同様の変化を辿
るも,推計学的に有意の変動でなく,浴によ
る影響は軽度であった.
第4項 研究所泉過度浴による卵巣内
Cholesterol含有量の変動
本浴群の対照は5例で,その卵巣 Chol量
第7図 温泉浴による卵巣 Cholesterol量の変動
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の平均は4.68(5.38≧
m≧3.98)を示した.
浴による変動は第7図
(4)に示す如 く,逮
浴5日目には4例の平
均は5･70(6･43≧m≧
4.97),10日目はは6.50
(7.05≧m≧5.95)杏
示し著明に増加し,何
れも対照に対し有意の
差であった.然し,浴
后10日目には4例の平
均3.43(3.92≧m≧2.
94)となり著しく減少
し,検定によっても有
意の減少を示した.浴
后30日目には,5例 の
平均は略対照値に近い
値を示した.
第4節 小括並びに
考接
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Cholが胆汁中より発見されたのは遠 く17
75年の事であるが,爾来,その研究は広範囲
に及び,婦人科領域に於いても妊娠中毒症,
就中高血圧症との関係,卵巣 SteroidHor-
moneとの関係,その他多くの研究がみられ
る.即 ち,Sabaは Pregnenoloneは Chol
より生成される事を C14-Cholesterinを用い
て認め,荒井20'はChol代謝に於いて性周期
と-致せる周期性を認め,又卵巣の機能元進
時には卵巣及び血中 Chol量は減少し,機能
低下時には増加すると報告している.その他
赤須27',手島26),Laquer等多くの研究があ
り,何れも卵巣機能 と卵巣 Chol量の密接な
関係を述べている.
他方,温泉浴とChol代謝に関しては,松
本36) は健康人及び家兎に於いて連浴に よ り
血清 Chol量が減少する事を認め,若林,田
部等 も同様の事を述べ,福井37) は 又,副 腎
chol量を測定し温泉浴による減少を認める
ち,下垂体摘出ラッチでは逆に増加したと述
べている.然し乍ら,浴による卵巣 Chol量
の変動に就いては末だ報告はみられない.私
は,性機能の指標として卵巣 Chol童を測定
し,浴による変動を追求したが,その結果,
42oC浴に於いては達浴10日目に一時増加す
るも20日目には減少し,過度浴5日目,10日
目にも増加するが,浴后10日目には著減し,
脳 ChE値の変動と逆のカーブを画いて変動
する事を知った.
又前葉 PAS細胞の増加せ る時期,即 ち
Gonadotropinの分泌が多いと思われる時期
には,卵巣 Chol量は減少してお り,浴によ
る卵巣 Chol量の変動は,今迄の各章で述べ
た各現象と密接な関係にある事を証明した.
第7章 全章の総括並びに結論
以上,温泉浴による雌性件機能の変化に就
き実験的研究を行ったが,之を総括すると,
(1)各種人工温泉 42oC浴 (1回5分,1日
2回,4週間)により,76例 中47例 (62%)
のラッテに性周期の変動を認めた.
(2)ラッテの性周期に対し整調化の傾向を
強 く示した温泉は人工硫黄泉及び人工弱食塩
泉であり,不整化の憤向を強 く示 したのは人
工酸性泉及び人工アルカリ泉であった.
(3)又は 37oC浴によっても性周期に変動
を認めたが,42oC浴に比し軽度であった.
(4)研究所泉過度浴 (42oC,1回10分,1
日4回)を10日間行 うと,ラッテの性周期は
発情の抑制を釆すが,浴后は持続発情を来す
傾向が認められた.
(5)温泉浴によるラッチの卵巣及び子宮の
組織学的変化は,浴により性周期が整調化し
た例に於いては発育良好な組織像を呈し,不
整化例に於いては萎縮像を呈していた.この
傾向は,特に人工酸性泉及びアルカリ泉42oC
浴による不整化例に於いて著明であった.又
経目的に観察すると,42oC浴では達 浴10日
目及び15日目に萎縮像,20日には発育良好な
組織像を呈し,過度浴を10日間行 うと,卵巣
及び子宮は著明な萎縮像を呈するも,浴后10
日目には軽度の機能克進像が認められた.
(6)ラッテの脳下垂体前葉 PAS反応陽性
細胞及び脳 Cholinesterase活性値は互に一
定の関係を以て変動し,両者とも42oC浴10
日目に減少し,20日目には増加し,又過度浴
10日目には著減したが,浴后10日目には著明
に増加した.
(7)温泉浴による卵巣内 Cholesterol含
曜性性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する研究
有量の変動は,脳 Cholinesterase活性値と
逆のカーブを画いて変動し,42oC俗10口目
に一時増加するも20日目には減少し,過度浴
10日目にも著明に増加したが,俗后10日日に
は著減した.
(8)又前葉 PAS反応陽性綿抱,脳 Cho-
1inesterase活性値,卵巣内 Cholesterol含
有量はともに,37cc浴では42oC浴に比 し
変動少であり,文 42oC浴に於いて研究所泉
と人工硫黄泉の問に著明な差異を認めなかっ
た.
以上の成績により,温泉俗により性機能は
明らかに影響を受けるが,其の作用機序とし
て,先ず上位中枢即ち間脳-下垂体系に影響
を及ぼし,2次約に性腺に変化を起すものと
憩われる.この際,個体によっては,又特に
刺戟の強い温泉及び過度浴では,性機能が一
時的に抑制される事があるが,その際でも浴
后には反って元進する事が多い.この事実は
臨床的に温泉療法を行う時,充分考慮すべき
事と考える.
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最近 SteroidHormorle剤の発達により不
妊症その他機能不全に対し,強力なHormone
療法が行われ,特にその本来の標的器官即
ち,卵巣より寧ろ上位中枢たる間脳-下垂体
系の賦活に苦心して,而も充分なる効果を挙
げていない状態にある.然るに温泉作用は,
上位中枢である間脳-下垂体系への作用が強
く,特異的即ち向臓器作用は軽度である点よ
り,Hormone療法にはみられない効果が期
待されるのである.特に自律神経系及び内分
泌系を調整せしめ,中枢的機序により性機能
に変化を与える点より,従来のHormone療
法と併用すれば最大cL)効果をもたらし得るも
のと思われ,温泉療法の衝値は又,この点に
あると考える.
摘筆するに臨み,御指導御校閲を賜 った恩師八
木学長並びに橋本教授に衰JChより拝謝し,終始御
相導卸鞍桂を賜わり,且卸校閲を戴いた田中講師
に深甚の謝意を表する.
固本論文の要旨は第9回日本産科婦人科学会絵
会,第22回並びに第24回日本温泉気候学会総会に
於いて発表した.
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Studies on the Influences of Balneal Treatment on
Female Sexual Function
Yasumasa HASEGAWA
Division of Obstetrics and Gynecology, Balneological Institute
Okayama University
In the present study, observations of changes on female sexual function by
balneal treatment were carried out with female rats with respects to sexual cycle,
histological changes in ovary and uterus, histo-chemical changes in pituitary,
cholinesterase activity in brain, cholesterol levels in ovary, etc. The results obtained
were as follows.
1) Significant changes of sexual cycle appeared in 47 (62%) out of the 76 rats which
were treated with several kinds of artificial balneal water at the temperature of 42°C
(for 5 minutes per single course of the balneal treatment, twice daily during 4
weeks). Similar changes of sexual cycle also appeared in the subjects which were
treated with the same kinds of balneal water at 37°C, though having showed to be
less than the changes in case of the balneal treatment at 42°C.
2) A significant tendency of regulating sexual cycle of rat to normal was demon-
strated in the subjects which were treated with artificial balneal sulfer, and on
the other hand, a significant tendency of disturbing the cycle was demonstrated in
the sUbjects which were treated with artificial balneal acid and alkali.
3) A tendency of extending the period of dioesterus phase in sexual cycle of rat
was found in the subjects which were treated with our laboratory' balneal water
at 42°C for 10 minutes per single course four times daily during 10 days. In these
subjects, it was also demonstrated that the period of the estrus phase tended to be
prolonged.
4) Histological pictures in ovary and uterus indicated normal growth in the subjects
of which the sexual cycles were normalized by balneal treatment, whereas indicated
an atrophy in the subjects of which the cycles were disturbed. Significant atrophy
tended to appear remarkably in the subjects which developed some irregular cycles
due to the treatment with artificial balneal acid or alkali.
In view point of the daily changes in these tissues, it was demonstrated that
atrophic changes appeared at the 10th day after onset of the treatment with a
balneal water at 42°C for 5 minutes per single course or with a balneal water at
37°C for 5 minutes, and then turned to normal pictures at the 20th day after onset
of the treatment. It was also indicated that remarkable atrophic changes in ovary
and uterus appeared immediately after 10 days treatment with a balneal water at
42°C for 10 minutes per single course four times daily, and then turned to show
a slight hyperfunction in the ovary at the 10th day after discontinuation of this
balneal treatment.
5) A certain correlation was found between cholinesterase activity in the brain of
rat and counts of PAS positive cells in the anterior pituitary (on the sexual zone
named by Purves, H. D and W. E. Griesbach). Both the activity and the counts
decreased at the 10th day after onset of the balneal treatment at the temperature
of 42°C for 5 minutes per single course twice daily, and then increased at the 20th
day after onset of this treatment. It was also demonstrated that both the activity
and the counts decreased significantly at the 10th day after onset of the balneal
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treatment at 42°C for 10 minutes per single course four times daily, and then
increased remarkably at the 10th day after discontinuation of this treatment.
6) A negative correlation was demonstrated between changes of cholesterol levels in
ovary and those of cholinesterase activity in brain. Both the levels and the activity
increased transitorily at the 10th day after the balneal treatment at 42°C for 5
minutes per single course, and then decreased at the 20th day after onset of the
treatment. It was also demonstrated that both the activity and the levels increased
at the 10th day after onset of the treatment at 42°C for 10 minutes per single course
four times daily, and then decreased after discontinuation of this treatment.
From the results mentioned above the following deduction may be drawn: (a)
Sexual function is affected apparently by balneal treatment; (b) As to the mode of
action of balneal water on sexual function, it is likely that balneal water acts
extensively on autonomic nervous system, followed by producing changes in sexual
function. In the other words, it seems that balneal water primarily affects on upper
central nervous system, i. e. diencephalo-hypophyseo-system, and secondarily pro-
duces changes in sexual gland; (c) It was also demonstrated that though a transitory
depression in sexual function appeared in dividually in some subjects which were
treated with extensive stimulative balneal water or over time of balneal treatment,
but in even the same subjects hyperfunction often appeared after discontinuation of
such a treatment. These evidence should be taken into consideration in case of clinical
balneotherapy; Cd) In view point that the balneotherapy produces changes in sex-
ual function through acting on central nervous system, it may be suggested that
balneotherapy with conventional hormon therapy could produce the most desirous
effect for the treatment of fertility and insufficiency of sexual function.
雌牲牲頼経に及ぼす温泉浴の影5',こ関する研究
附 図 Ⅰ 卵雄 の 組 轍 学 的 変 化
第 1図 人工統裁如42DC浴后 2週間目
(砿大50×)卵胞及び黄体の発育良好
郡3図 人工慣性泉42ーCfj后 2逆i関目
(拡大50×)卵胞及び黄体は萎縮像を呈す
第5図 対照 (非人新例)(拡大20x)
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第 2図 人工硫黄泉42oC浴后 2i副'dJ目
(拡大100×)聞耳腺の発育は良好
第 4 回 人 工 慨 性 鬼 J120CrTlt后 2i馴対日
(拡 大 100×)卵 胞 上 皮 細 胞 の変 性 及 び間質
腺 は 萎 縮 像 を 皇 す
第6図 研究所見42oC浴10日目
(拡大20 )卵胞及び黄体数郁々減少す
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第7図 研究所奴42C浴20日日 (拡大20^ )
卵胞及び黄体敷梢多 くみとめろ
第9図 研究所見過政柄10日日 (拡大50,i)
卵胞,黄軌 間TI腺は萎縮像,'e里す
第11図 研究所火過度郁10日口 (拡大400)
ル テ イ ン細胞の核氾縦及び空胞形成
第 8回 研究所泉42C浴20El日 (拡大200x)
正常発育卵胞
節10図 研究所泉過度郁10日目 (拡大200)く)
卵胞上皮細胞の変性及び間質腺の
萎抱腹著明
郡12図 研究所以過吐郁10El目 (拡大20:く)
発育卵胞を多数認め軽度の機維J'L;進像を'iiす
第13図 研究所以過度浴后10日目 (拡大100く)
卵胞数の増加あるも1部に上皮細胞の変性あり
第14図 研究所火過度浴后10日日
間質腺及び黄体の発育良好
附 図 q 子 宮 の 組 枯 学 的 変 化
第 1図 対照 (非人郁例)(拡大50×)
第 3図 研究所泉過度rTi后10日日 (拡大40<)
粘膜,筋層は輔 く萎縮像を里す
第 2図 人=硫茂泉42oC耶20El目 (拡大50×)
粘膜梢々厚 く発育は良好
第 4図 研究所以過度rnt后10EI日 (拡大50 )
収間腔大,机脱及び筋桝の発育は良好
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附 図 m 脳下産休前葉PAS反応働性細胞の変化 (拡大400×)
第 1回 対照 (非入浴例)
PAS細胞脇牡鹿 (TT)
第 3図 人工硫黄泉42oC浴20目口
PAS細胞膜佐渡 (料)
第 5同 研究所以過妊桁10E=｣
PAS細胞供仕度 (｣)
第 2回 研究所泉42oC浴10日目
PAS細胞脇性度 (+)
第4図 研究所泉過度浴5日目
PAS細胞陽性度 (汁)
第 6卜叫 研究所火過度郁后10日目
PAS糸川胞麟仕度 (1什)
